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一
昨
年
二
月
の
発
生
以
来
、
つ
い

に
三
年
目
を
迎
え
た
コ
ロ
ナ
禍
の
真

っ
た
だ
中
に
あ
っ
て
、
経
済
的
、
社

会
的
に
閉
塞
感
が
垂
れ
込
め
る
中
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が

始
ま
っ
て
二
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
等
の
報
道
で
戦
地
の
凄
惨
な

光
景
を
目
に
す
る
と
き
、
暗
澹
た
る

心
持
ち
と
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

我
々
「
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
」
会
員

は
、「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の
合

言
葉
の
下
に
、
活
動
を
展
開
し
て
い

る
わ
け
で
す
が
、
そ
こ
に
重
要
な
の

は
「
笑
顔
と
活
力
」
で
す
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
心
か
ら
の
笑
顔
を
浮
か
べ
て
、
活

力
に
満
ち
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
、

難
し
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
、非
常
に
心
配
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
引

き
こ
も
り
と
、
戦
地
報
道
の
影
響
で

高
齢
者
の
精
神
的
・
肉
体
的
な
悪
影

響
、「
フ
レ
イ
ル
」
の
進
行
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
第
一
線
の
現
場
で
、

「
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
活
動
」
に
お
取

組
み
い
た
だ
い
て
い
ま
す
各
ク
ラ
ブ

会
長
、
女
性
部
・
若
手
委
員
を
は
じ

め
役
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
何
と
も
歯

が
ゆ
い
思
い
の
二
年
間
で
あ
っ
た
か

と
思
い
ま
す
。
そ
の
ご
労
苦
に
対
し

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
市
老
連
に
お
き
ま

し
て
は
、
令
和
二
年
度
は
開
催
を
見

送
っ
た
「
総
会
」
と
「
さ
ん
さ
ん
ク

ラ
ブ
大
会
」
を
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
り
わ

け
「
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
」
の
永
年
の

懸
案
事
項
で
あ
り
、
役
員
の
な
り
手

が
無
い
大
き
な
理
由
の
一
つ
で
あ
り

ま
し
た
、「
補
助
金
申
請
業
務
」
の

簡
略
化
と
新
た
な
「
新
規
会
員
の
増

強
策
」
と
し
て
の
「
広
域
ク
ラ
ブ
」

の
結
成
は
、
宮
崎
市
ご
当
局
の
格
別

な
る
ご
配
慮
と
、「
さ
ん
さ
ん
ク
ラ

ブ
」
役
員
を
は
じ
め
と
し
た
皆
さ
ま

の
ご
努
力
に
よ
り
、
七
ク
ラ
ブ
の
新

規
結
成
を
見
て
、
一
定
の
成
果
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
各

位
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
四
年
度
は
、
事
業
開

始
早
々
か
ら
「
コ
ロ
ナ
感
染
高
止
ま

り
」
等
か
ら
、「
社
会
経
済
活
動
」

に
よ
り
重
点
を
置
い
た
「
医
療
緊
急

警
報
」
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
一
層
「
感
染
防
止
対
策
」

を
厳
守
し
な
が
ら
、「
高
齢
者
同
士

の
支
え
合
い
」
活
動
や
「
会
員
の
減

少
に
歯
止
め
」
を
か
け
る
「
会
員
加

入
促
進
と
組
織
強
化
」
に
取
り
組
ん

で
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

自
治
会
を
は
じ
め
各
団
体
と
の
連
携

を
さ
ら
に
強
化
し
て
「
地
域
を
支
え

る
」
魅
力
あ
る
「
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
」

づ
く
り
に
邁ま
い

進
し
て
行
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

さ
ら
に
、
こ
こ
二
年
間
開
催
を
見

合
わ
せ
て
き
ま
し
た
市
老
連
全
体
で

の
「
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
と
「
芸
能
文

化
発
表
会
員
の
集
い
」
は
、
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
、
会
員
の
皆

さ
ま
共
々
に
、
早
い
機
会
に
ぜ
ひ
と

も
開
催
に
漕
ぎ
着
け
た
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
皆
さ
ま
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
し
、
新
年

度
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
4
年
度
総
会
を
終
え
て

〜
新
事
業
年
度
に
向
か
っ
て
〜

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市
　

会
長
　
松
浦
　
博
徳

　4月27日㈬、宮崎市民プラザギャラリーで令
和 4年度さんさんクラブ宮崎市総会を開催しま
した。出席を制限して行われる中、すべての議案
について賛成多数で可決承認されましたので、次
ページにてご報告申し上げます。

宮崎市民プラザ ギャラリー4
27 水 13：30～14：30
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新
緑
の
若
葉
が
映
え
る
五
月
。
三

年
ぶ
り
に
行
動
制
限
の
な
い
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
は
、
各
地
で
に
ぎ
わ

い
を
み
せ
て
い
る
一
方
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
で

苦
し
む
人
々
の
悲
惨
な
映
像
や
国
内

で
も
大
き
な
海
難
事
故
発
生
。
ご
家

族
の
怒
り
と
悲
し
み
の
様
子
が
日
々

伝
え
ら
れ
、
胸
が
痛
み
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
三
年
度
の
活
動
を
振

り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
宮
崎
県
や
宮
崎
市
の
ご
指
導
が

あ
り
、
多
数
の
人
が
集
ま
る
大
き
な

事
業
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
公
民

館
等
の
閉
鎖
に
よ
り
皆
さ
ん
と
集
え

る
場
所
や
機
会
も
な
く
な
り
、
女
性

部
が
得
意
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
活
動
に
大
き
な
障
害
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
細
々
と
で
は
あ
り
ま

す
が
、
電
話
に
よ
る
安
否
確
認
や
励

ま
し
の
メ
モ
入
れ
活
動
を
そ
れ
ぞ
れ

各
地
区
で
工
夫
し
て
行
っ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
地
道
な
活
動
報
告
に
頭
の

下
が
る
思
い
で
す
。

　

宮
崎
市
女
性
部
役
員
会
主
催
の
行

事
は
左
記
の
二
回
の
み
で
し
た
。

①
講
演
会

　
令
和
三
年
八
月
四
日
㈬

「
わ
た
し
の
思
い
を
つ
な
ぐ
ノ
ー

ト
」
の
書
き
方
と
終
末
期
医
療
に

つ
い
て

　

人
生
の
終
末
期
に
向
か
お
う
と

し
て
い
る
我
々
高
齢
者
が
今
後
ど

の
よ
う
な
心
構
え
で
生
活
し
、
ま

た
ど
の
よ
う
な
準
備
が
必
要
か
を

学
び
ま
し
た
。

②
講
習
会

　
令
和
三
年
十
一
月
十
八
日
㈭

「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
競
技
の
実
技
と

ル
ー
ル
を
学
ぶ
」
講
習
会
を
開
催

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
く
ら
べ

る
と
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
認
知
度
が

低
い
の
で
す
が
、
子
供
や
女
性
で

も
簡
単
に
プ
レ
ー
が
で
き
、
楽
し

く
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
ま
ず
役
員
が
学
び
、
地
区
の

友
人
に
広
め
て
行
こ
う
と
の
趣
旨

で
す
。

　

令
和
三
年
度
は
こ
の
よ
う
な
状
況

も
あ
り
「
健
康
」「
友
愛
」「
奉
仕
」

の
三
大
理
念
を
基
に
し
た
活
動
も
縮

小
し
た
た
め
、
残
念
な
が
ら
加
入
促

進
運
動
は
実
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
ず

会
員
が
減
少
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

令
和
四
年
四
月
十
一
日
㈪
、
清
山

新
市
長
に
表
敬
訪
問
の
機
会
を
頂
き

お
話
し
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
地
域
に
根
差
し
た
さ
ん
さ
ん
ク

ラ
ブ
の
地
道
な
活
動
を
大
い
に
評
価

し
て
い
た
だ
き
、
大
変
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
コ
ロ
ナ
感

染
者
が
ま
だ
ま
だ
多
く
油
断
で
き
な

い
環
境
が
続
い
て
い
る
日
々
で
は
あ

る
が
、
基
本
の
『
う
が
い
・
手
洗
い
・

マ
ス
ク
着
用
・
人
と
の
距
離
・
換
気
』

を
守
れ
ば
十
分
活
動
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康

作
り
活
動
は
本
当
に
大
切
で
す
。
そ

の
都
度
、
冷
静
に
判
断
し
て
推
進
し

て
く
だ
さ
い
」
と
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　

季
節
も
進
み
、
外
で
の
活
動
が
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
外
出
自
粛
で
孤

立
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
の
で
、

感
染
予
防
に
工
夫
を
し
な
が
ら
声
を

か
け
あ
っ
て
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
度
も
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

若
手
委
員
長
に
就
任
し
て
二
年
目

に
な
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

委
員
会
の
い
ろ
い
ろ
な
行
事
、
活
動

が
中
止
や
縮
小
に
な
り
ま
し
た
。
目

に
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
に
拡

散
し
て
、
い
ろ
ん
な
行
動
が
制
限
さ

れ
て
三
年
で
す
。

　

高
齢
者
は
「
健
康
寿
命
」
を
維
持

す
る
た
め
に
、
心
身
と
も
に
苦
労
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

健
康
で
自
立
し
た
生
活
を
心
掛

け
、
地
域
活
動
へ
の
参
加
を
通
し
て

人
間
関
係
の
孤
立
化
を
防
ぎ
、「
支

え
合
う
」
老
人
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
た

い
で
す
。

　

今
後
も
若
手
リ
ー
ダ
ー
が
地
域
の

活
性
化
の
た
め
に
率
先
し
て
参
加
す

る
こ
と
が
課
題
で
あ
り
、
重
要
な
こ

と
だ
と
考
え
ま
す
。

　

会
員
の
増
強
と
老
人
ク
ラ
ブ
の
発

展
、
活
性
化
の
役
割
を
担
い
、
今
後

の
活
動
を
図
り
、
早
く
日
常
の
社
会

生
活
が
で
き
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り

で
す
。

　

総
会
は
松
本
副
会

長
・
女
性
部
長
の
開

会
の
こ
と
ば
で
幕
開

け
、
物
故
会
員
へ
の

黙
と
う
の
後
、
会
長

あ
い
さ
つ
に
進
み
ま

し
た
。
続
い
て
、
清

山
市
長
、
鈴
木
市
議

会
議
長
（
島
田
副
議

長
代
読
）
か
ら
ご
祝

辞
を
い
た
だ
き
、
来

賓
紹
介
を
経
て
、
議
事
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　

議
長
団
に
は
日
髙
会
長
、
久
木
元
会
長
の
二
名
が

選
出
。
は
じ
め
に
日
髙
会
長
か
ら
、
出
席
一
〇
一
ク

ラ
ブ
、
委
任
状
六
十
七
ク
ラ
ブ
、
合
計
一
六
八
ク
ラ

ブ
に
よ
り
、
全
一
七
九
ク
ラ
ブ
の
過
半
数
を
満
た
す

た
め
総
会
が
成
立
す
る
旨
が
報
告
さ
れ
、
次
の
各
議

案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

⑴
議
案
第
一
号
　
令
和
三
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

⑵
議
案
第
二
号
　
令
和
三
年
度
一
般
会
計
収
支
決
算

報
告
及
び
監
査
報
告
に
つ
い
て

⑶
議
案
第
三
号
　
令
和
四
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に

つ
い
て

⑷
議
案
第
四
号
　
令
和
四
年
度
一
般
会
計
収
支
予
算

（
案
）
に
つ
い
て

⑸
議
案
第
五
号
　
宮
崎
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
則

の
一
部
改
正
（
案
）
に
つ
い
て

　

す
べ
て
の
議
案
は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
役
員
改
選
の

報
告
、
令
和
四
年
度
さ
ん

さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市
役
職

員
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
岩

元
副
会
長
の
閉
会
の
こ
と

ば
で
総
会
は
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

若
手
委
員
長
　
原
田　

紀
男

ご
あ
い
さ
つ 女

性
部
長

松
本　

順
子

令
和
4
年
度
を
迎
え
て

で
す
。
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●
メ
イ
ン
テ
ー
マ

「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お

う
！
地
域
づ
く
り
を
」

（
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
メ
イ
ン
テ
ー

マ　

平
成
二
十
六
年
度
〜
）

〈
健
康
寿
命
〉

○
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
自
立
し
た

生
活
、
生
き
が
い
あ
る
生
活
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

○
仲
間
や
地
域
の
高
齢
者
と
と
も
に

継
続
的
な
健
康
活
動
に
取
り
組
み

ま
す
。

〈
地
域
づ
く
り
〉

○
他
世
代
や
関
係
団
体
と
連
携
し
、

安
全
･
安
心
の
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

○
元
気
高
齢
者
の
知
識
･
経
験
･
活

力
を
生
か
す
場
づ
く
り
・
機
会
づ

く
り
を
広
げ
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
や
健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
・

友
愛
訪
問
な
ど
の
様
々
な
活
動
を
行

う
と
と
も
に
、
環
境
美
化
、
世
代
間

交
流
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
地

域
を
豊
か
に
す
る
活
動
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
日
、
高
齢

者
人
口
が
急
速
に
増
加
し
、
高
齢

者
同
士
が
支
え
合
う
地
域
社
会
づ
く

り
が
一
層
求
め
ら
れ
る
中
で
、
さ
ん

さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市
は
、
令
和
四
年

度
も
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の
全

国
三
大
運
動
を
柱
に
、「
コ
ロ
ナ
禍
」

に
よ
る
逆
風
に
適
切
に
対
処
し
な
が

ら
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
会
員
の
加
入

促
進
や
若
手
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
の
自
治
組

織
と
の
連
携
を
深
め
、
魅
力
あ
る
老

人
ク
ラ
ブ
づ
く
り
を
進
め
る
。

⑴
健
康
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

取
り
組
み

　

①
第
五
十
一
回
宮
崎
市
さ
ん
さ
ん

ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催

　

②
健
康
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
開
催

　

③
健
康
増
進
へ
の
取
り
組
み
（
健

康
講
話
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
）

　

④
若
手
委
員
会
主
催
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催

　

⑤
第
二
十
一
回
県
老
連
ス
ポ
ー
ツ

大
会
へ
の
参
加

⑵
心
身
の
健
康
、
生
き
が
い
づ
く
り

事
業
の
取
り
組
み

　

①
第
五
十
八
回
宮
崎
市
さ
ん
さ
ん

ク
ラ
ブ
大
会
の
開
催

　

②
芸
能
文
化
発
表
会
員
の
集
い
の

開
催

　

③
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援

　

④
文
化
面
の
活
動
に
よ
る
生
き
が

い
づ
く
り
奨
励

　

⑤
県
老
連
主
催
の
作
品
展
示
会
へ

の
出
品

　

⑥
元
気
な
高
齢
者
の
子
育
て
支
援

に
よ
る
生
き
が
い
づ
く
り

⑶
友
愛
活
動
の
取
り
組
み

　

①
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
積

極
的
な
活
動
奨
励

　

②
高
齢
者
同
士
の
支
え
合
い
活
動
の

意
義
と
必
要
性
に
関
す
る
研
修

　

③
在
宅
福
祉
を
支
え
る
活
動
の
推
進

⑷
社
会
参
加
活
動
の
取
り
組
み

　

①
第
五
十
八
回
宮
崎
市
さ
ん
さ
ん

ク
ラ
ブ
大
会
の
開
催

　

②
交
通
安
全
関
係
の
諸
行
事
へ
の

積
極
的
参
加

　

③
み
や
ざ
き
健
康
ふ
く
し
ま
つ
り

へ
の
参
加

　

④
関
係
機
関
・
関
係
団
体
行
事
へ

の
参
加
協
力

⑸
奉
仕
活
動
の
取
り
組
み

　

①
交
流
活
動
の
推
進

　
　

○
会
員
同
士
の
交
流
と
親
睦

　
　

○
学
校
・
児
童
館
・
児
童
セ
ン

タ
ー
及
び
地
域
で
の
世
代
間

交
流
活
動
推
進

　
　

○
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
訪
問

　

②
ク
ラ
ブ
会
員
に
よ
る
施
設
訪
問

　

③
募
金
活
動

　

④
地
域
社
会
づ
く
り
参
加

　
　

○
「
社
会
奉
仕
の
日
」
の
活
動

の
充
実

⑹
啓
発
活
動
の
取
り
組
み

　

①
「
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市
だ

よ
り
」
の
発
行
、
年
二
回
（
六

月
・
十
二
月
）

　

②
市
広
報
の
活
用
、
市
社
協
の
広

報
活
用

　

③
地
域
活
動
紹
介
及
び
入
会
案
内

年
二
回
（
四
月
・
十
月
）
自
治

会
回
覧

　

④
各
地
区
老
連
の
活
動
紹
介

　

⑤
報
道
機
関
へ
の
情
報
提
供

　

⑥
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

⑺
組
織
強
化
の
取
り
組
み

　

①
会
員
加
入
促
進
・
老
人
ク
ラ
ブ

活
性
化
の
取
り
組
み

　
　
　

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市
で

は
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら

三
十
年
度
の
五
か
年
に
わ
た
り

全
国
で
展
開
し
た
「
一
〇
〇
万

人
会
員
増
強
運
動
」
に
連
動
し

て
「
会
員
加
入
促
進
・
ク
ラ
ブ

活
性
化
運
動
」
を
取
り
組
ん
で

き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
会
員

数
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
こ
と
か
ら
、
令
和
四
年
度

も
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
対
す
る
逆

風
の
中
で
、
組
織
を
挙
げ
て
会

員
加
入
促
進
・
ク
ラ
ブ
活
性
化

推
進
運
動
を
取
り
組
む
こ
と
と

す
る
。

　

②
組
織
強
化
推
進
員
の
配
置

　
　
　

若
手
リ
ー
ダ
ー
育
成
と
若
手

会
員
の
活
躍
の
場
の
拡
大
、
会

員
拡
大
及
び
老
人
ク
ラ
ブ
活
性

化
を
更
に
推
進
し
て
い
く
と
と

も
に
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図

る
た
め
に
市
老
連
事
務
局
に
組

織
強
化
推
進
員
を
配
置
。

　

③
役
員
研
修
会
の
充
実

④
若
手
委
員
会
の
充
実
と
全
各
地

区
老
連
に
若
手
委
員
の
配
置

（
若
手
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
・
組

織
の
活
性
化
と
加
入
促
進
）

　

⑤
加
入
促
進
の
た
め
の
チ
ラ
シ
・

活
動
紹
介
の
配
布

　

⑥
加
入
促
進
に
対
す
る
関
係
機

関
、
自
治
会
等
の
各
種
団
体
へ

の
協
力
依
頼
や
連
携
強
化

　

⑦
表
彰
機
会
の
充
実（
加
入
促
進
・

加
入
優
秀
賞
の
授
与
）

⑻
女
性
部
活
動
の
取
り
組
み

　

①
学
習
活
動（
女
性
部
全
体
研
修
会
）

　

②
友
愛
訪
問
活
動
（
一
人
暮
ら
し

世
帯
等
へ
の
訪
問
の
実
施
）

　

③
交
流
研
修
及
び
視
察
研
修

　

④
社
会
奉
仕
活
動

　

⑤
伝
承
活
動

遺言のすすめ
　「遺言するほど財産を持ってないから遺言をする必要はない。」と言わ
れる方がよくいらっしゃいます。しかし、遺言が必要かどうかは財産の
多い少ないで決まるわけではありません。お持ちになっている財産と、
どなたが相続人になられるのかを考えて、遺言が必要かどうかを判断し
ていただきたいと思います。
　まず、土地や建物などの不動産をお持ちの場合は、遺言の必要性が高
いと言えます。それは、土地や建物などの不動産は、単純に相続分に従っ

て分割することが困難だからです。遺言がなく遺産分割がまとまらない
ために、相続の登記がされないまま長年、故人名義のままになっている
不動産が多数あり社会問題にもなっていますし、残された家族にご苦労
をかけることになります。
　また、たとえば、お子さんがいない夫婦の場合、配偶者と兄弟姉妹が
相続人になります（親御さんが亡くなっている場合）。配偶者に全財産
を残すには遺言をする必要があります。
　公証役場では、公正証書遺言に関するご相談を無料で受けられますの
で、お気軽にお越しください。
宮崎公証人合同役場　宮崎市別府町2－5 コスモ別府ビル２階

TEL. 0985－28－3038

宮崎公証役場からのお知らせ

３
重
点
事
項
に
つ
い
て

２
基
本
方
針
に
つ
い
て

１
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と

宣
言
事
項
の
実
践

令和4年度 さんさんクラブ宮崎市 事業計画
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令和4年度 さんさんクラブ宮崎市 予定事業

★は県老連・全老連主催の事業です。
※開催日未定の行事につきましては、決まり次第お知らせします。

（令和4年4月6日現在）

月 日（曜日） 事　業　名

10

6日㈭
11日㈫
14日㈮

19日㈬

定例役員会・女性部役員会
若手委員会
第58回宮崎市さんさんクラブ大会
（宮崎市民文化ホール）
★第21回さんさんクラブ宮崎スポーツ大会

11

1日㈫
３日㈭
8日㈫

22日㈫
29日㈫

定例役員会・女性部役員会
みやざき健康ふくしまつり
★全老連創立60周年記念
　　全国老人クラブ大会（東京都）
若手委員会
若手委員会主催グラウンドゴルフ大会

（県総合運動公園木の花ドーム）

12 未　定
28日㈬

反省会
仕事納め

１
4日㈬
6日㈮
20日㈮

仕事始め
定例役員会・女性部役員会
若手委員会

２ 3日㈮
16日㈭

定例役員会・女性部役員会
若手委員会

３
1日㈬

7日㈫～12日㈰
10日㈮
未　定

定例役員会・女性部役員会
★第 56回さんさんクラブ宮崎作品展示会
若手委員会
ホームページ更新

月 日（曜日） 事　業　名

４
6日㈬
20日㈬
27日㈬

定例役員会・女性部役員会
若手委員会
さんさんクラブ宮崎市総会

５
12日㈭
13日㈮
17日㈫
26日㈭

定例役員会
女性部役員会
若手委員会
役員研修会

６

2日㈭
7日㈫
16日㈭
9日㈭
21日㈫
24日㈮
30日㈭

定例役員会・女性部役員会
総務部会
若手委員会
健康リーダー研修会（生目・高岡）
健康リーダー研修会（清武・田野）
健康リーダー研修会（旧宮崎市）
健康リーダー研修会（佐土原）

７
1日㈮
21日㈭
26日㈫

定例役員会・女性部役員会
総務部会〈午前〉・保体部会〈午後〉
若手委員会

8
3日㈬
第2週日
19日㈮

定例役員会・女性部役員会
総務部会
若手委員会

９

1日㈭
21日㈬
未　定
29日㈭

定例役員会・女性部役員会
若手委員会
教養部会
第51回宮崎市さんさんクラブスポーツ大会

（県総合運動公園木の花ドーム）

☆☆☆☆☆☆☆☆☆ さんさんクラブ宮崎市 会員募集 ☆☆☆☆☆☆☆☆☆
　さんさんクラブ宮崎市では、地域の仲間づくり
を目的に、健康づくりや介護予防のための活動、
趣味活動をはじめ、高齢者が相互に支えあう友愛
活動、子どもたちの見守りや美化活動など地域を
豊かにする社会貢献活動にも取り組んでいます。

仲間づくり・地域支えあい活動
　さんさんクラブ宮崎市で大切にしていることは、正しい知識、自分
に合った健康活動の実践、そして仲間です。
　これまでの活動の成果を生かし、会員から隣人へ、さらに地域へと
健康づくり・介護予防の輪を広げていきたいと考えています。
◆健康ウォーキング　◆いきいきクラブ体操
◆ニュースポーツなど

健康づくり・介護予防活動
　同世代による支えあい、次の世代との豊かな関係を育む取り組み。
人と人との関わりを通じて、笑顔のある町、安全・安心な地域づくり
を目指しています。
◆友愛活動　◆子ども見守り活動　◆世代間交流、伝承活動
◆ 環境美化、リサイクル、生産活動
◆文化、レクリエーション活動　◆サロン活動など

健康 友愛 奉仕

令和4年度 さんさんクラブ宮崎市 役職員名簿
役

職

氏

　

名
地

区

会
　

長

松
浦　

博
徳
生

目

副

会

長

北
原　

昭
申
生
目
台

〃

岩
元　
　

勇
赤　

江

〃

井
園
九
州
男
広

瀬

〃

西
田　

英
介
田　

野

〃

鬼
塚　

良
昭
高　

岡

〃

竹
中　

隆
志
清　

武

〃

松
本　

順
子
大

宮

理
　

事

有
馬　

充
能
中
央
東

〃

坂
本　

孝
彰
中
央
西

〃

平
木　
　

香
小　

戸

〃

堀
口　

哲
昭
大

宮

〃

羽
鳥　

正
純
東
大
宮

〃

井
野　

三
男

檍

〃

杉
尾　

泰
弘
大　

淀

〃

原
口　

鐵
也
大　

塚

〃

栫

進
大
塚
台

〃

長
友　

武
久
木　

花

〃

日
髙　

昭
彦
青

島

〃

小
坂　

通
弘
住　

吉

〃

田
尻　

洋
紀
生

目

〃

安
藤　

盛
徳
橘　

東

〃

河
﨑　
　

豊
那

珂

〃

橋
本　
　

徹
佐
土
原

〃

横
山
け
い
子
東
大
宮

〃

茜
ケ
久
保
眞
由
美

木

花

〃

宮
部　

恵
子
広

瀬

〃

原
田　

紀
男
中
央
東

〃

日
髙　

栄
子
赤

江

〃

尾
割　

利
秋
田

野

常
務
理
事

事
務
局
長

濵
砂　

盛
男
大

淀

監
　

事

河
口　

秋
幸
住

吉

〃

甲
斐　

義
弘
生

目

書
　

記

田　

広
美
広

瀬

組
織
強
化
推
進
員

大
川　
　

哲
中
央
東

活
動
推
進
員

児
玉　

洋
延
中
央
東

（令和4年4月6日現在）
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令
和
四
年
四
月
十
一
日

に
、
本
年
二
月
に
就
任
さ
れ

た
清
山
市
長
を
表
敬
訪
問
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
老
連
か
ら
松
浦
会
長
、

北
原
副
会
長
、岩
元
副
会
長
、

松
本
副
会
長
・
女
性
部
部
長
、

島
本
若
手
委
員
、
濵
砂
事
務

局
長
が
代
表
と
し
て
お
伺
い

し
、
市
老
連
に
対
す
る
ご
支

援
・
ご
協
力
へ
の
御
礼
と
市

老
連
活
動
の
現
状
報
告
や
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

清
山
市
長
か
ら
は
、
長
引

く
コ
ロ
ナ
禍
で
日
々
の
活
動

が
制
限
さ
れ
る
中
で
の
、
さ

ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
の
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
宅
へ
の
訪
問
や

児
童
の
見
守
り
活
動
な
ど
の

地
域
を
支
え
る
継
続
し
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
感
謝

と
、
感
染
症
予
防
に
十
分
留

意
し
な
が
ら
の
活
動
の
推
進

を
願
う
激
励
の
お
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
こ
の
よ
う
な
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
た
清
山
市

長
、
福
祉
部
ご
関
係
者
の
皆

さ
ま
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

清山市長表敬訪問（弁）えいらく法律事務所からのお知らせ

宮崎県弁護士会所属
弁護士法人えいらく法律事務所　弁護士　真早流踏雄
宮崎市永楽町182－6　電話 0985－23－1355

えいらく法律事務所

精神病治療（医療保護入院）の落とし穴
１　医療保護入院とは
　皆さんは医療保護入院という制度があることをご存知ですか。入院を必要とする
精神障害者で、自傷他害のおそれはないが、任意入院を行う状態にない者を精神保
健指定医（又は特定医師）の診察及び家族等のうちいずれかの者の同意で入院させ
ることができる制度です。
　つまり、自傷他害のおそれがないので措置（強制）入院はできないが、本人の同
意が得られないので任意入院もできない場合、家族等の同意をもとに本人の意思に
反して入院させることができるのです。入院させられる者の人権と医療の必要性と
を家族等の同意でバランスを図った制度であるといえます。
２　退院請求の依頼
　私は某精神病院に入院されているAさんから退院請求の依頼を受けました。退
院請求は、精神病院に入院されている患者さんが医療審査会に退院を求める制度で、
Aさんは私にその代理人となることを依頼されたのです。
　Aさんは大手の会社に長年勤務され、定年退職後、ご家族と一緒に暮らしてお
られましたが、ご家族から、体調が良くないみたいだから内科の病院で検査をして
もらいましょうなどと言われて病院まで連れて来られ、そのまま精神科に入院させ
られたのです。
３　面会
　Aさんに面会してお話をお聞きしたところ、しっかり話をされ、「自分は病気で
はない」と言われます。ところが、ご家族にお聞きしますと、ご家族は、Aさん
が一種の認知症であるなどと言われるのです。
　私は、当初、Aさんとご家族の言われることが食い違うのは、Aさんに「病識」（自
分が病気であることの自覚）がないためであろうと考えていました。
４　退院請求の申立
　私は、Aさんの依頼を受けて県知事を相手にしてAさんを病院から退院させる
ように申立てました。また、主治医の先生に面会をお願いしたのですが多忙等で面
会することができず、あまり情報が入らないまま時間が過ぎていきました。
　やがて、医療審査会から派遣された医師と弁護士が病院を訪れてAさんやご家
族らから事情聴取をされました。
５　誤った医療保護入院がなされていたこと
　私は、面会を重ねてAさんからお話を聞くうちに、Aさんは精神障碍者ではなく、
誤って入院させられているという確信が強くなりました。精神障碍者ではない人が
どうして本人の意思に反して入院させられる事態が起きたのか私なりに推測してみ
ました。
　Aさんは、年を重ねて、頑固で短気になり、柔軟性を欠いて、ご家族やご近所
とうまくいかなくなってトラブルになっていったようです。それをご家族は病気の
せいであると思い込まれ、そのご家族から事情を聴かれた医師もご家族の話をもと
に誤った診断をされたというのが事実のようでした。
　誤って入院させられるのは大変な人権侵害ですから、急いで退院させるように医
療審査会に意見書を提出しました。結局、医療審査会では退院請求が認められ、A
さんは無事退院して家族の元に帰られました。
６　 ある日、突然、精神病院に入院させられ、いくら病気ではないと言っても信じ
てもらえなかったとしたら、どんなに恐ろしいことでしょうか。

　医療保護入院という制度は、家族等の判断に誤りが生じると大変な人権侵害にな
る危険性があることを教えてくれた事件でした。

清山市長

福祉部 藤森部長

北原副会長

福祉部福祉総務課
黒岩課長

松本副会長・
女性部長

島本若手委員

松浦会長

岩元副会長

清山市長表敬訪問清山市長表敬訪問4
11 月



（ 6 ）第 88 号令和 4年（2022年）6月 30 日発行 さんさんクラブ宮崎市だより

　

コ
ロ
ナ
の
せ
い
で
声
を
出
し
て

歌
え
な
い
の
で
、
会
員
の
長
野
さ

ん
に
手
話
で
童
謡
の〝
ふ
る
さ
と
〞

を
歌
詞
に
添
っ
て
教
え
て
も
ら

い
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
伴
奏
に
合
わ

せ
て
、
勉
強
し
な
が
ら
皆
で
楽
し

く
体
験
し
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
三
月
四
日
の
午
後

十
一
時
十
五
分
県
庁
に
お
い
て
、

河
野
知
事
が
本
県
で
初
め
て
「
新

型
肺
炎
」
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を

発
表
さ
れ
た
。

　

翌
日
三
月
五
日
、
新
聞
・
テ
レ

ビ
等
で
大
き
く
報
道
さ
れ
た
こ
と

は
記
憶
に
新
し
い
。

　

そ
れ
か
ら
三
年
目
を
迎
え
た

が
、
毎
日
、
新
規
感
染
者
数
等
が

報
道
さ
れ
て
い
る
。

　

私
達
、「
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
」も
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
事
務
・
事
業
活

動
等
に
お
い
て
、
多
大
な
影
響
を

受
け
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
地
区
老
連
・
単

老
で
は
感
染
予
防
に
万
全
な
対
策

を
と
り
な
が
ら
各
種
事
業
を
行

い
、特
に
「
フ
レ
イ
ル
」

防
止
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

田
野
老
連
で
は
、
令

和
三
年
度
に
お
い
て

県
老
連
及
び
市
老
連

主
催
事
業
へ
の
参
加
。

　

田
野
老
連
主
催
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
二
回
、
カ
ロ
ー

リ
ン
グ
大
会
、
花
い

っ
ぱ
い
推
進
事
業
で

年
二
回
・
日
南
学
園

宮
崎
穎
学
館
の
生
徒

と
の
花
植
え
合
同
作

業
、「
さ
ざ
ん
か
・
つ

ば
き
油
製
品
づ
く
り
」

事
業
、
神
話
の
里
高

千
穂
へ
の
宿
泊
研
修
旅
行
、
物
品

販
売
事
業
な
ど
実
施
し
た
。

　

各
事
業
実
施
の
際
に
は
、
広
報

に
も
努
め
、
ク
ラ
ブ
未
加
入
者
に

対
し
て
加
入
促
進
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

　

令
和
四
年
度
は
、
新
た
に
「
一

ク
ラ
ブ
」
の
結
成
と
「
新
規
加

入
者
」
に
よ
り
、
十
六
ク
ラ
ブ
・

六
〇
四
名
で
ス
タ
ー
ト
と
な
っ

た
。

　

こ
の
こ
と
は
、「
各
ク
ラ
ブ
会

長
」
の
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、「
元

気
な
高
齢
者
」
の
活
動
の
成
果
で

あ
る
。

　

各
会
員
に
お
い
て
は
、
今
後
も

元
気
で
日
々
を
過
ご
さ
れ
、
各
種

事
業
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
た

い
。

　

な
お
、
私
た
ち
若
手
委
員
も
、

そ
の
一
助
一
員
と
な
る
よ
う
に
努

め
た
い
。

赤　江　地　区

新弥生会
会長 吉尾　千里

私 た ち の ク ラ ブ 活 動 紹 介

田　野　地　区

田野町さんさんクラブ連合会
若手委員　尾割　利秋

「コロナ禍の中での活動」
は健康・生きがいづくり！

さあ歌って楽しい
手話の勉強を始めましょう

令和3年7月16日　新弥生会 定例会

10/29　花植作業②

10/29　花植作業①

11/12　グラウンドゴルフ大会

11/26　カローリング大会

　この夏は感染症予防に加え、
熱中症にも注意してください。
　こまめな水分補給を心掛け、
室内ではエアコンを上手に使っ
て暑さ対策をしましょう。
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お
助
け
隊
（
五
人
）

①
八
月
二
日　

二
丁
目　

独
居
老
人

N
宅　

庭
木
剪
定
、
庭
の
草
刈
り

②
十
月
二
十
一
日　

二
丁
目
独
居
老

人
N
宅　

庭
木
剪
定
、
庭
の
草
刈

り
、
家
庭
の
廃
棄
物
を
エ
コ
ク
リ

ー
ン
宮
崎
へ
運
搬
処
理

　

前
日
よ
り
役
員
で
「
灰
汁
」
を
作

っ
た
り
、「
竹
の
皮
」
を
洗
っ
た
り
、

も
ち
米
を
「
灰
汁
」
に
漬
け
た
り
し

て
準
備
を
し
た
。

　

当
日
は
コ
ロ
ナ
対
策
を
十
分
に
取

っ
て
作
り
始
め
る
。

　

皆
さ
ん
生
き
生
き
し
て
作
業
し
て

い
ま
す
。
も
ち
米
を
竹
の
皮
に
の
せ

て
包
ん
で
巻
き
、
竹
の
皮
を
ひ
も
状

に
し
た
も
の
で
開
か
な
い
よ
う
結

び
、
そ
れ
を
大
鍋
に
入
れ
二
時
間
以

上
た
き
上
げ
る
。
取
り
出
し
て
開
い

て
み
た
ら
、
あ
め
色
に
な
っ
て
お
い

し
そ
う
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
。

　

最
後
は
、
小
牧
台
福
寿
会
「
バ
ン

ザ
イ
」
の
掛
け
声
で
、
笑
顔
の
記
念

撮
影
‼

　

皆
で
集
ま
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感

じ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

大　宮　地　区 広　瀬　地　区

私 た ち の ク ラ ブ 活 動 紹 介

小牧台福寿会　女性部
灰汁巻作り

前日の準備①

前日の準備②

包み終った　灰汁巻戸外で大鍋2つ

出来上がった熱い灰汁巻を試食中

広瀬地区
若手委員　佐末　　忍

神宮西
さんさんクラブ便り
（令和3年11月度）

神宮西さんさんクラブ
会長　堀口　哲昭
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い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
お

り
ま
す
が
、
近
々
、
宮
崎
市
制

百
周
年
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

九
十
周
年
の
折
、
第
九
の
演
奏

が
あ
り
、　

初
め
て
の
舞
台
に

立
ち
ま
し
た
。
そ
の
二
年
後
に

は
、
市
文
化
ホ
ー
ル
の
創
立

二
十
周
年
が
あ
り
、
外
国
の
人

の
指
揮
の
も
と
、
第
九
を
楽
し

み
ま
し
た
。
そ
の
感
動
は
忘
れ

が
た
く
、
ぜ
ひ
、
参
加
し
た
い

と
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
庭
に
自
分
が
食
べ
た

柿
の
種
を
蒔
き
、
今
年
は
七
年

目
に
な
り
ま
す
が
、
残
念
な
が

ら
花
が
咲
き
ま
せ
ん
。
来
年
は

こ
と
わ
ざ
通
り
、
八
年
目
で
実

を
つ
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

五
年
前
に
植
え
た
す
も
も
は
初

め
て
い
く
つ
か
の
実
を
つ
け
て

い
ま
す
。
ど
ん
な
味
が
す
る
の

か
楽
し
み
で
す
。
四
十
年
ほ
ど

前
に
植
え
た
杏
は
実
を
つ
け
ま

せ
ん
が
、
三
年
目
を
迎
え
る
若

木
が
今
年
花
を
つ
け
ま
し
た
の

で
、
き
っ
と
来
春
は
実
を
結
ぶ

で
し
ょ
う
。
四
年
目
の
文
旦
は

多
く
の
花
を
つ
け
、
秋
に
は
味

わ
え
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
二

春
目
の
プ
ラ
ム
は
花
を
つ
け
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
来
春
に
は
ど

ん
な
花
を
つ
け
る
の
か
楽
し
み

で
す
。
昨
秋
と
今
春
に
植
え
た

桜
桃
は
、
葉
が
元
気
よ
く
伸
び

て
い
る
の
で
来
春
は
花
を
つ
け

て
欲
し
い
で
す
。
玄
関
の
東
側

に
植
え
た
木
い
ち
ご
は
、
三
本

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
色
の
実
を
つ

け
る
予
定
で
す
。
並
ん
で
植
え

た
に
が
ご
り
、
も
う
三
十
セ
ン

チ
も
伸
び
て
、
ご
近
所
の
人
か

ら
収
穫
の
注
文
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
隣
に
蒔
い
た
朝
顔
も

近
く
芽
を
出
し
、
花
を
咲
か
せ

て
く
れ
る
と
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
西
瓜
も
五
本
植
え
て
み

ま
し
た
が
、
ど
ん
な
ふ
う
に
育

つ
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
、
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
の
役
割
も
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
お

ひ
と
り
さ
ま
の
会
も
二
十
名
で

一
年
二
カ
月
前
に
発
足
し
ま
し

た
が
、
現
在
三
十
八
名
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
度
末
に
は
五
十

名
の
会
に
な
る
よ
う
活
動
を
広

げ
、
充
実
さ
せ
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
二
年

連
続
で
会
員
拡
大
の
優
秀
賞
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
皆
が
健
康
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
年
ぶ
り
に
投
稿
し
よ
う
と

思
い
立
ち
、
テ
ー
マ
も
決
め
て

書
き
始
め
た
の
は
い
い
が
、
途

中
で
他
の
作
業
に
追
わ
れ
て
半

分
以
上
書
い
た
時
に
一
時
休
止

と
な
っ
た
。
そ
の
作
業
か
ら
解

放
さ
れ
て
続
き
を
始
め
た
が
、

当
初
構
成
し
て
い
た
文
章
の
流

れ
が
思
い
出
せ
ず
、
頭
の
中
で

整
理
し
な
が
ら
書
き
始
め
た
。

　

そ
の
テ
ー
マ
と
は
、
代
々
先

祖
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
い
く

つ
か
の
行
事
が
、
高
齢
化
に
よ

る
身
体
的
事
情
や
後
継
者
不
足

に
よ
り
簡
素
化
さ
れ
た
り
、
廃

止
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
で
あ

り
、『
先
祖
に
申
し
訳
な
い
気

持
ち
』
と
『
時
代
の
流
れ
が
こ

う
さ
せ
て
た
か
ら
』
と
い
う
理

屈
め
い
た
こ
と
を
書
い
て
い

た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
続
き
を
書
き

始
め
た
頃
、宮
崎
日
日
新
聞
に
、

宮
崎
神
宮
の
本
部
雅
裕
宮
司
さ

ん
が
自
分
史
で
『
新
田
の
か
ん

ま
つ
り
』
と
題
し
て
祀
り
次
第

を
詳
し
く
書
か
れ
て
お
り
、
偶

然
に
も
私
が
書
い
て
い
る
こ
と

と
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
驚
い

た
。
真
似
し
て
書
く
な
ん
て

大
変
失
礼
と
思
い
別
の
題
に

替
え
よ
う
と
思
っ
た
が
、
書

き
終
わ
る
頃
に
拝
読
し
た
の

で
、
こ
の
ま
ま
拙
筆
な
が
ら

続
け
て
書
き
回
し
を
お
許
し

を
頂
い
て
私
た
ち
の
氏
神
祀

り
を
紹
介
し
、
将
来
危
惧
す

る
こ
と
を
書
い
て
み
た
い
。

　

こ
の
祀
り
は
、
明
治
の
中

頃
か
ら
祖
父
の
い
と
こ
同
士

の
三
名
が
氏
子
と
な
り
順
番

を
決
め
祀
り
始
め
た
よ
う

で
、
そ
の
記
録
が
今
も
残
っ
て

お
り
社
の
神
棚
に
納
め
ら
れ
て

い
る
。
現
在
の
氏
子
は
五
名
と

な
り
、
祀
り
の
日
は
旧
暦
十
二

月
十
五
日
前
後
に
行
う
こ
と
と

し
て
、
当
時
よ
り
代
々
続
く
神

官
さ
ん
に
祭
主
を
お
願
い
し
て

い
る
。
祀
り
当
番
は
、
決
め
ら

れ
た
お
そ
な
え
物
を
神
前
に
並

べ
て
お
祓
い
を
受
け
、お
こ
わ
・

お
神
酒
を
氏
子
全
員
と
神
官
さ

ん
に
配
る
。

　

私
の
子
ど
も
の
頃
当
番
の
家

で
は
ご
ち
そ
う
を
出
し
て
、
氏

子
は
も
ち
ろ
ん
遠
方
の
親
戚
ま

で
呼
ん
で
大
宴
会
と
な
っ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
な
次
第
で
祀
り

を
行
う
が
、
そ
こ
で
思
う
に
は

近
い
将
来
こ
の
永
年
続
い
た
伝

統
行
事
が
途
切
れ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　

時
代
の
流
れ
と
共
に
す
で
に

宴
会
は
中
止
し
て
い
る
が
、
次

は
後
継
者
が
途
絶
え
る
家
も
あ

る
の
で
祀
り
自
体
も
規
模
を
縮

小
す
る
と
か
、
個
人
負
担
の
経

費
削
減
を
考
え
、
氏
子
に
配
る

お
こ
わ
・
お
神
酒
を
中
止
す
る

と
か
祀
り
継
続
の
方
法
を
模
索

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
氏
神

祀
り
だ
け
で
な
く
、
墓
参
り
に

行
く
た
び
に
『
こ
の
墓
の
将
来

の
管
理
は
ど
う
な
る
の
か
』
と

思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
ん
な
現
状
に
つ
い
て
本
部

宮
司
さ
ん
が
言
わ
れ
る
よ
う
に

『
時
代
が
変
わ
っ
て
も
変
え
て

は
な
ら
な
い
も
の
』『
時
代
と

共
に
変
え
て
い
く
べ
き
も
の
』

を
ど
う
理
解
し
判
断
し
決
定
す

る
の
か
、
そ
れ
が
私
た
ち
氏
子

に
と
っ
て
目
前
に
迫
っ
て
い
る

む
つ
か
し
い
命
題
で
あ
る
。

下北方南豊寿会
渡辺　寿夫

大宮地区

会
員
の
ひ
ろ
ば

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市

時代の流れに
思うこと

む
つ
か
し
い
命
題
で
あ
る
。

月見ヶ丘おひとりさまの会
岩本　　淳

赤江地区

楽しみにしていること
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犬
を
飼
わ
れ
た
経
験
の
あ
る

方
は
ご
存
じ
の
通
り
、
犬
は
オ

ナ
ラ
を
し
ま
す
。
時
と
場
所
を

わ
き
ま
え
ず
い
つ
で
も
や
り
ま

す
。
人
間
が
オ
ナ
ラ
を
す
る
の

は
当
た
り
前
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
が
、
オ
ナ
ラ
に
つ
い
て
の
医

学
的
な
原
理
は
よ
く
知
ら
な

い
。

　

人
間
様
が
大
き
な
音
色
や
小

さ
な
音
色
、
ま
た
、
極
め
て
匂

い
の
キ
ツ
イ
も
の
や
、
そ
う
で

な
い
も
の
等
、
色
々
お
や
り
な

さ
い
ま
す
。
お
犬
様
も
人
間
様

に
負
け
な
い
く
ら
い
大
き
な
も

の
か
ら
小
さ
い
も
の
ま
で
、
お

や
り
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
お

犬
様
の
オ
ナ
ラ
に
匂
い
が
あ
る

の
か
ど
う
か
は
私
に
は
確
認
で

き
て
い
な
い
。

　

話
は
三
十
〜
四
十
年
前
の
こ

と
で
あ
る
。
あ
る
日
、
い
つ
も

の
よ
う
に
家
内
が
犬
を
連
れ
て

散
歩
に
出
た
が
、
し
ば
ら
く
す

る
と
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
帰
っ

て
き
た
。
以
下
は
、
家
内
の
供

述
で
あ
る
。
散
歩
の
途
中
に
、

い
つ
も
の
よ
う
に
犬
を
連
れ
た

近
所
の
奥
様
に
出
会
っ
た
時
、

挨
拶
を
し
て
す
れ
違
い
ざ
ま
に

家
の
犬
が
大
き
な
オ
ナ
ラ
を
し

て
、
自
分
で
や
っ
て
お
き
な
が

ら
ビ
ッ
ク
リ
し
た
よ
う
に
、
下

か
ら
家
内
の
顔
を
見
上
げ
た
そ

う
だ
。
状
況
か
ら
、
い
か
に
も

家
内
が
ぶ
っ
放
し
た
か
の
よ
う

な
状
況
に
何
も
言
え
ず
、
す
れ

違
わ
れ
た
奥
様
は
何
ら
表
情
を

変
え
ず
に
、
そ
の
場
を
離
れ
て

行
か
れ
た
そ
う
だ
。「
き
っ
と

私
が
や
っ
た
と
思
わ
れ
た
に
違

い
な
い
」
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
話
を
聞
い
て
私
も
笑
っ
た

が
、
お
犬
様
は
素
知
ら
ぬ
顔
で

あ
る
。

　

現
在
は
犬
は
飼
っ
て
い
な
い

が
、
散
歩
中
に
犬
連
れ
に
よ
く

出
会
う
。
連
れ
の
犬
が
オ
ナ
ラ

を
お
や
り
に
な
っ
た
の
に
出
会

っ
た
の
も
一
度
や
二
度
で
は
な

い
。「
私
、
よ
く
存
じ
て
お
り

ま
す
、
ご
安
心
を
」
と
申
し
上

げ
た
い
気
持
ち
で
あ
る
。
そ
れ

に
し
て
も
、
い
ま
だ
に
犬
の
糞

の
始
末
が
で
き
て
い
な
い
こ
と

が
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
方
が
自

覚
を
も
っ
て
処
理
さ
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
時
た
ま
忘
れ
物
が

あ
る
。
最
近
、
近
く
に
あ
る
公

園
に
残
さ
れ
た
糞
に
、
チ
ョ
ー

ク
で
糞
を
丸
円
で
囲
み
「
糞
を

拾
え
」
等
の
文
字
が
書
か
れ
て

い
る
。
糞
害
だ
け
に
、
よ
ほ
ど

憤
慨
さ
れ
て
い
る
方
で
し
ょ

う
。
皆
さ
ま
、
犬
の
糞
の
始
末

は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
公
園

は
き
れ
い
に
使
い
た
い
も
の
で

す
。

第 3池田台さんさんクラブ
富永　澄郎

清武地区
　

脳
梗
塞
で
入
院
中
の
主
人
に

面
会
で
き
な
い
の
を
悔
や
ん
で

い
る
四
月
に
、
転
院
の
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス(

話
し
合
い)

が
あ

っ
た
。

　
「
介
護
老
人
施
設
入
所
は
ど

こ
に
し
ま
す
か
？
」

私
は
、「
施
設
入
所
の
前
の
一

週
間
で
も
我
が
家
で
看
た
い
で

す
」

　
「
婆
ち
ゃ
ん
に
は
無
理
！
看

る
こ
と
は
で
き
な
い
わ
。入
浴
、

車
椅
子
移
動
、ト
ロ
ミ
食
作
り
、

昼
夜
に
体
位
変
え
等
は
到
底
無

理
だ
わ
…
」

　
「
老
々
介
護
は
共
倒
れ
に
な

る
わ
」

　

医
師
も
看
護
師
も
娘
も
反
対

し
て
い
る
。
長
男
の
嫁
は
「
お

義
父
さ
ん
は
家
に
帰
り
た
い
は

ず
」
と
言
っ
て
く
れ
る
。

　

翌
日
に
、
他
所
住
ま
い
の
元

看
護
師
だ
っ
た
女
孫
か
ら
ラ
イ

ン
が
。「
婆
ち
ゃ
ん
が
我
が
家

で
看
た
い
な
ら
、
私
が
連
休
の

一
週
間
だ
け
看
る
わ
。
二
人
の

子
供
と
主
人
も
と
も
に
家
族
四

人
で
里
帰
り
し
た
か
っ
た
か

ら
」

　
「
そ
れ
は
良
い
わ
ね
。
よ
ろ

し
く
頼
む
ね
」

　

早
速
、
ベ
ッ
ト
や
車
椅
子
の

レ
ン
タ
ル
、
ト
ロ
ミ
の
食
事
の

手
配
、
吸
引
管
の
用
意
の
話
が

進
ん
だ
。

　

ま
た
、
孫
か
ら
の
ラ
イ
ン
、

「
こ
ち
ら
の
幼
稚
園
に
コ
ロ
ナ

感
染
の
疑
い
の
園
児
が
出
た

の
。
駿
弥
は
大
丈
夫
だ
け
ど
、

も
し
か
し
た
ら
、
宮
崎
に
い
る

日
取
り
が
二
、三
日
早
ま
る
か

も
し
れ
な
い
、
介
護
施
設
入
所

を
早
め
て
く
れ
な
い
か
な
？
」

　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
連
休

中
の
施
設
入
所
に
す
る
た
め
、

問
い
合
わ
せ
に
一
生
懸
命
。
で

も
、
連
休
の
間
は
空
き
が
見
つ

か
ら
な
い
。

　
「
そ
ん
な
ら
、
我
が
家
で
訪

問
介
護
士
を
頼
ん
で
私
が
介
護

し
よ
う
か
？
」
と
振
り
出
し
に

戻
る
。《
我
が
家
で
看
た
い
》

は
駄
目
と
分
か
っ
て
い
る
の

に
。

　

入
所
予
約
も
な
か
な
か
決
ま

ら
ず
に
、
ど
う
し
た
も
の
か
と

思
案
中
に
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

か
ら
の
電
話
が
。「『
連
休
中
の

介
護
施
設
は
手
薄
状
態
で
、
入

所
者
さ
ん
に
も
し
も
の
こ
と
が

あ
っ
た
ら
大
変
だ
か
ら
、
退
院

は
連
休
明
け
に
し
て
い
た
だ
き

ま
す
』
と
、
担
当
の
医
師
か
ら

の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
」
と
、

一
件
落
着
。

　

そ
の
後
、
有
料
介
護
老
人
ホ

ー
ム
の
空
き
が
見
つ
か
り
、
連

休
明
け
の
十
一
日
に
介
護
タ
ク

シ
ー
で
入
所
す
る
こ
と
に
決
ま

る
。

我が家で看たい！犬のオナラ

岡老人クラブ
森田セツ子

清武地区
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令
和
三
年
の
八
月
に
な
っ
た
ば
か

り
の
頃
だ
っ
た
。

　
「
マ
マ
〜
。
ジ
イ
ジ
が
ク
ワ
ガ
タ

に
指
を
咬
ま
れ
た
ん
だ
っ
て
〜
！
」

　

六
歳
の
孫
に
頼
ま
れ
た
カ
ブ
ト
虫

と
ク
ワ
ガ
タ
虫
の
オ
ス
メ
ス
、
数
匹

ず
つ
を
持
っ
て
行
っ
た
時
の
出
来

事
。
小
さ
な
指
で
、
シ
ワ
だ
ら
け
の

ジ
イ
ジ
の
手
を
広
げ
さ
せ
て
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
る
。

　
「
ど
こ
を
咬
ま
れ
た
の
？
血
が

出
た
の
？
ど
の
く
ら
い
痛
か
っ
た

の
？
」

　

矢
継
ぎ
早
に
畳
み
か
け
て
く
る
。

心
配
そ
う
に
言
っ
て
は
い
る
が
、
目

は
楽
し
そ
う
。
大
げ
さ
に
カ
ッ
ト
バ

ン
で
も
し
て
い
た
ら
、
迫
力
が
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。ふ
と
、そ
う
思
っ

た
。
チ
ョ
ッ
ト
、脅
か
し
て
お
く
か
。

　
「
一
度
で
い
い
か
ら
、
ク
ワ
ガ
タ

に
咬
ま
れ
た
ら
分
か
る
と
思
う
よ
。

痛
〜
い
し
、
な
か
な
か
放
さ
な
い
か

ら
」

　
「
血
が
出
る
か
な
？
」

　
「
出
る
出
る
。
な
か
な
か
止
ま
ら

な
い
か
ら
ね
。
や
つ
の
ハ
サ
ミ
は

尖
っ
て
い
る
か
ら
ブ
ス
リ
と
く
る

ね
」

　
「
洗
濯
バ
サ
ミ
く
ら
い
だ
っ
た
ら

痛
く
な
い
も
〜
ん
。
ア
ト
も
付
か
な

い
し
」
そ
う
は
い
か
な
い
。

　
「
メ
ス
の
ハ
サ
ミ
は
小
さ
い
け
ど

よ
く
切
れ
る
、
咬
ま
れ
た
ら
血
が

ピ
ュ
ー
ッ
ッ
だ
。泣
い
ち
ゃ
う
ぞ
〜
」

　
「
ジ
イ
ジ
は
血
は
出
て
な
い
じ
ゃ

ん
。
ど
う
し
て
？
」

　
「
オ
ス
だ
っ
た
か
ら
ね
。
指
を
動

か
さ
な
い
で
、放
せ
、放
せ
っ
て
言
っ

て
ジ
イ
ッ
と
我
慢
さ
」

　
「
ふ
〜
ん
。
で
も
さ
ぁ
…
。
放
し

て
く
れ
な
か
っ
た
ら
、
ど
う
す
る

の
？
」

　
「
我
慢
し
て
、
何
回
も
放
せ
、
放

せ
と
言
う
ん
だ
よ
」

　
「
い
つ
ま
で
〜
？
」

「
ズ
〜
〜
と
、放
し
て
く
れ
る
ま
で
」

　
「
ぜ
っ
た
い
に
、放
し
て
く
れ
る
の
」

　
「
い
つ
か
は
ね
」

　
「
長
く
咬
ま
れ
た
ら
血
が
出
る
ん

で
し
ょ
。
ジ
イ
ジ
は
ど
う
し
て
出
な

か
っ
た
の
？
」

　

な
か
な
か
納
得
し
な
い
。（
ジ
イ

ジ
の
手
は
シ
ワ
が
多
く
て
、
皮
が
厚

い
ん
だ
よ
！
）

　

次
号
「
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市
だ
よ

り
」
第
八
十
九
号
に
、
会
員
皆
さ
ま
か
ら

の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
市
販
の

原
稿
用
紙
二
枚（
八
〇
〇
字
）以
内
に
収

め
、
関
連
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
添
え
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

随
想
は
お
ひ
と
り
二
題
ま
で
、
文
芸
作

品
（
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
）
は
制
限
い
た

し
ま
せ
ん
が
、
応
募
多
数
の
場
合
は
紙
面

の
都
合
に
よ
り
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

■
原
稿
締
切
…
令
和
四
年
九
月
三
十
日
㈮

■
宛　
　

先
…
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市

事
務
局

　

〒
８
８
０
ｌ
０
０
０
１

宮
崎
市
橘
通
西
一
丁
目
一
番
二
号　
　

宮
崎
市
民
プ
ラ
ザ
内

☎
０
９
８
５
ｌ
６
１
ｌ
９
９
７
０

※
投
稿
の
際
は
、
地
区
名
と
ク
ラ
ブ
名
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
、
文
芸
作

品
の
場
合
は
種
類
と
優
先
順
位
も
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

　
原
稿
募
集

クワガタに咬まれた

向町さんさんクラブ 会長
余更庵（野﨑　茂宏）

田野地区

　「田野と清武の大根ヤグラの景観が
にゃんと、農業遺産ににゃったんだと。
スゴイにゃあ～。今年は、寅年だにゃ～。
トラかぁ～。迫力あるにゃあ～。吾輩も
大きくなったら、虎になって悠々と鰐塚
山を眺めてみたいにゃあ～。吾輩が大き
な虎になったら、みんなビックリするだ
ろうにゃあ～。
　でもにゃあ～。虎はどこに居るのか
にゃあ～。どうすれば虎になれるかにゃ
～あ。にゃあ～。」

♪　仔猫のブチ雄が、でこん棚で
　　　大きくなったら何になる
　　大きくなったら、虎になる
　　　大きくなったら、タイガーに
　　ニャンニャン　ニャンニャン
　　　ニャ～～ン　ニャンニャン
　　だけど、大きくなっても
　　　仔猫は、ね～こ　♫

吾輩は、ドラ猫である。

向町さんさんクラブ 会長
余更庵（野﨑　茂宏）
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◆
大
宮
地
区
・
下
北
方
町
平
和
会岡

崎　

照
明

「
母
の
日
」

薫
風
や
仔
牛
の
鼻
は
い
つ
も
濡
れ

母
の
日
や
母
の
手
縫
ひ
の
浴
衣
着
る

掌
で
縦
横
に
切
る
冷
奴

冷
奴
薬
味
は
庭
の
畑
か
ら

泉
水
に
揺
れ
て
開
花
の
水
藻
か
な

友
逝
く
や
椎
葉
の
里
の
秋
の
風

敬
老
会
園
児
の
手
紙
添
え
ら
れ
て

鹿
の
声
竿
振
る
渓
に
ひ
び
き
け
り

秋
風
や
仔
犬
の
駆
け
る
川
堤

せ
せ
ら
ぎ
に
交
じ
る
虫
の
音
旅
の
宿

◆
青
島
地
区
・
内
海
す
ず
め
会　

鳥
井　

菊
江

「
立
春
」

カ
タ
カ
タ
と
絵
馬
を
鳴
ら
し
て
春
立
ち
ぬ

漁
港
幾
つ
見
下
ろ
す
城
址
寒
桜

春
の
田
へ
急
流
と
な
る
谷
の
水

菜
の
花
や
畑
の
弁
当
老
夫
婦

黒ち

ぬ鯛
釣
り
の
竿
軋
ま
せ
て
春
の
湾

潜
り
た
る
河
鵜
の
口
に
魚
跳
ね
る

卒
業
式
ナ
ー
ス
誕
生
女め
ま
ご孫

か
な

孫
娘
巣
立
つ
飛
行
機
点
と
な
り

桜
花
は
ら
り
と
散
り
て
畜
魂
碑

躑
躅
燃
ゆ
戦
火
の
消
え
ぬ
ウ
ク
ラ
イ
ナ

◆
大
塚
地
区
・
小
松
台
ハ
イ
ラ
ン
ド
む
つ
み
会

新
地　

セ
ツ

百
歳
の
道
は
険
し
き
晩
秋
か

百
億
円
地
球
は
今
も
青
だ
ろ
か

他
国
行
き
何
に
変
身
百
億
円

◆
清
武
地
区
・
岡
老
人
ク
ラ
ブ　

森
田
セ
ツ
子

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」

午
前
九
時
マ
ス
ク
・
防
寒
の
女
子
チ
ー
ム

　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
8
ボ
ー
ル
へ
発
つ

ホ
ー
ル
イ
ン
成
る
か
ク
ラ
ブ
振
り
打
ち
し

　

ボ
ー
ル
は
芽
立
つ
草
間
に
イ
ン

ク
ロ
ー
バ
ー
の
白
花
踏
み
打
つ
ボ
ー
ル

　

白
花
避
け
ホ
ー
ル
イ
ン
の
快

「
ジ
モ
・
ミ
ヤ
・
タ
ビ
」

久
し
ぶ
り
の
青
島
の
旅
に
月
明
か
り

　

コ
ロ
ナ
禍
も
老
い
も
遠
退
い
て
い
る

出
会
い
た
る
サ
ー
フ
ァ
ー
二
人
ず
ぶ
濡
れ
て

　

潮
の
香
残
す
宿
の
横
道

内
海
の
駅
・
道
・
家
に
土
石
流

　

襲
ふ
大
雨
の
恐
怖
ま
ざ
ま
ざ

◆
生
目
台
地
区
・
た
か
ら
会　
　

濱
田　

睦
子

武
装
し
た
ビ
ニ
ー
ル
の
黒
に
紅
葉
の

　

色
が
差
し
込
む
工
事
現
場
に

塗
装
し
て
新
し
き
色
に
変
わ
り
た
る

　

団
地
は
今
日
も
生
き
と
し
て
見
ゆ

退
院
し
届
く
子
や
孫
の
メ
ー
ル
に
は

　

皆
ん
な
同
じ
く
頑
張
っ
て
ね
！

人
生
の
残
り
短
か
し
昨き
の
う
き
ょ
う

日
今
日

　

全
て
に
感
謝
し
身
体
い
た
わ
る

シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
と
ボ
ト
ル
振
る
な
か

　

舞
い
踊
る
緑
茶
の
色
に
い
や
さ
れ
る
朝

今
日
も
ま
た
ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス
聴
き
な
が
ら

　

ス
マ
ホ
を
握
る
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
に

◆
大
塚
地
区
・
小
松
台
ハ
イ
ラ
ン
ド
む
つ
み
会

新
地　

セ
ツ

満
開
の
花
散
り
土
に
ね
む
り
し
や

　

春
季
待
つ
我
心
福
成
る

咲
き
誇
り
道
行
く
人
に
笑
み
か
け
り

　

コ
ロ
ナ
よ
出
番
後
退
な
れ
と

◆
大
宮
地
区　

神
宮
西
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ

鐘
ヶ
江　

和
貴

「
父
母
を
恋
ふ
」

未ま

だ
若
き
父
母
に
連
れ
ら
れ
引
揚
げ
て

　

傘
寿
過
ぎ
た
り
亡
き
父
母
想
ふ

一
片
の
雲
な
き
四
月
の
青
空
へ

　

昇
り
逝
き
し
か
父
の
み
た
ま
は

軍
服
に
サ
ー
ベ
ル
姿
の
長
身
の

　

馬
上
の
父
は
誇
ら
し
か
り
き

内
地
へ
と
山
道
歩
む
靴
の
鋲
び
ょ
う

　

つ
く
ろ
ひ
く
れ
し
父
の
太
き
手

寝
床
ま
で
父
に
抱い
だ

か
れ
ゆ
き
た
き
に

　

狸
寝
入
り
し
き
い
ろ
り
の
端
に

近
所
の
子
等
集
め
て
父
は
寒
中
の

　

庭
に
竹し
な
ひ刀

の
素
振
り
さ
せ
た
り

学
生
時
現
金
封
筒
に
う
れ
し
か
り
き

　

便
箋
一
枚
の
文
の
便
り
は

年
年
に
孫
ら
に
杵
を
持
た
せ
て
は

　

餅
つ
き
く
れ
し
父
を
し
想
ふ

軍ぐ
ん
え
き役
と
引
揚
げ
の
こ
と
何な
に
ゆ
え故
か

　

父
は
語
ら
ず
た
め
ら
ひ
聞
か
ざ
り

存な
が
らへ

て
父
亡
き
後
を
十
六
年

　

童
女
に
か
へ
り
母
は
逝
き
た
り

春
浅
き
野
に
ひ
そ
と
咲
く
野
菫す
み
れを

避よ

け
つ
つ
母
と
芹
を
摘つ

み
に
き

母
の
忌
に
頷
う
な
づき

合
へ
り
石つ
は
ぶ
き蕗

は

　

母
の
炒
め
煮
忘
れ
が
た
き
と

久
久
に
指
貫
す
れ
ば
母
想
ふ

　

夜
な
べ
に
学
芸
会
の
服
縫
ひ
く
れ
し
を

背せ
な

丸
め
小
さ
く
な
り
し
こ
の
母
に

　

育
て
ら
れ
た
き
同は
ら
か
ら胞

六
人

大
人
び
る
思
ひ
に
は
め
し
腕
時
計

　

母
の
お
古ふ
る

を
十
五
の
春
に

在あ

り
し
日
の
母
の
お
は
こ
の
柿
な
ま
す

今こ
よ
ひ宵

作
ら
む
二
人
の
膳
に

継つ

ぎ
て
接は

ぎ
漸
く
仕
上
げ
し
ブ
ラ
ウ
ス
は

　

母
の
着
古
し
し
泥
染
大
島

摘つ

み
草
を
好
み
し
母
を
想
ひ
つ
つ

　

蕗
の
薹た
ら

揚
げ
石つ
は
ぶ
き蕗

を
煮
る

一
滴
も
残
さ
ず
注つ

ぐ
べ
し
と
亡
き
母
の

　

声
の
聞
こ
ゆ
る
新
茶
の
季
節

父ち
ち
は
は母
と
歩
み
た
か
り
き
我
が
生あ

れ
し

　

朝
鮮
全
羅
北
道
黄
登
面
の
ま
ち
を

◆
橘
東
地
区
・
出
来
島
町
永
寿
会竹

下　

昌
巳

心
根
の
優
し
き
人
に
健
や
か
に

　

育
て
と
祈
る
じ
じ
ば
ば
の
願
い

◆
大
宮
地
区
・
下
北
方
町
平
和
会富

永　

政
美

「
景
清
廟び
ょ
う」

平
家
の
武き
ん
だ
ち将　

景
清
は

九
州
宮
崎　

下
北
に

居お
く

を
か
ま
え
て　

幾
く
年と
せ

ぞ

心
に
浮
か
ぶ
は　

都
人

残
月
映
す　

み
ず
鏡

盲め

し
い
の
景
清　

目
に
涙

尋
ね
尋
ね
た　

人
丸
に

涙
を
流
す　

景
清
は

心
静
か
に　

琵び

わ琶
の
音ね

か

頼
朝
憎
し
の　

音
き
え
て

時
は
流
れ
て　

幾
く
星せ
い
そ
う霜

歴
史
の
ひ
と
こ
ま　

物
語

風
は
さ
わ
や
か　

吹
き
渡
る

も
み
じ
一い
ち
よ
う葉　

舞
い
落
ち
た

景
清
廟び
ょ
うに　

雨
が
降
る

「
霧
島
山
讃
歌
」

一　

え
び
の
高
原　

雪
の
中

　
　

六
観
池
の
大
杉
に

　
　

湖
面
は
静
か
に　

た
た
ず
み
て

　
　

韓
国
岳
を　

映
す
な
り

二　

韓
国
岳
に　

立
ち
見
れ
ば

　
　

お
浪
が
池
の　

風
寒
く

　
　

樹
氷
の
姿　

お
ご
そ
か
に

　
　

こ
し
き
岳
と
て　

雲
の
中

三　

新
燃
岳
は　

霧
の
中

　
　

コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
に
魅
せ
ら
れ
て

　
　

遠
く
に
カ
ッ
コ
ー
の　

声
聞
け
ば

　
　

霧
は
静
か
に　

流
れ
行
く

四　

中
岳
山
頂　

花
の
中

　
　

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
咲
き
誇
り

　
　

君
と
語
り
し　

青
春
の

　
　

紅
き
く
ち
び
る　

今
い
ず
こ

五　

お
鉢
高
千
穂　

風
の
中

　
　

地
球
の
鼓
動
を　

聞
き
な
が
ら

　
　

赤
き
岩
肌　

何
想
う

　
　

霧
島
山
に　

風
渡
る

　
俳
　
句

　
短
　
歌

　
詩
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コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
当
初
計
画
し
た
ほ
と

ん
ど
の
活
動
を
実
施
し
た
こ

と
を
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
楽
し
か
っ
た
行
事

か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
日

帰
り
温
泉
旅
行
で
は
、温
泉
、

カ
ラ
オ
ケ
に
踊
り
、
お
し
ゃ

べ
り
も
つ
き
ま
せ
ん
。
一
泊

温
泉
旅
行
も
バ
ス
で
の
送
迎

つ
き
で
、
夜
の
宴
会
は
か
な

り
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
焼

肉
会
で
は
初
参
加
の
方
も
い

て
、
炭
火
の

焼
き
肉
の
味

は
格
別
で
し

た
。
敬
老
会

で
は
ミ
ニ
ス

ポ
ー
ツ
大
会

を
兼
ね
、
景

品
も
た
く
さ
ん
準
備

し
ま
し
た
。
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
倒
し
、
ボ
ー

ル
運
び
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
入
れ
、
全

員
参
加
で
ワ
ー
ワ
ー
、

キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
。
弁
当
に
ソ

ー
メ
ン
を
添
え
て
お
い
し
く

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。　

　

忘
年
会
は
初
の
昼
間
開
催

で
し
た
が
、
モ
グ
ラ
た
た
き

ゲ
ー
ム
や
、
あ
め
を
ス
プ
ー

ン
で
す
く
い
と
っ
た
分
だ
け

も
ら
う
等
。
手
料
理
で
の
忘

年
会
は
嫌
な
こ
と
を
忘
れ
る

良
い
会
に
な
り
ま
し
た
。
四

回
の
ふ
れ
あ
い
会
食
会
で

は
、
腹
話
術
や
マ
ジ
ッ
ク
、

製
薬
会
社
か
ら
健
康
の
話
、

ま
た
、
終
活
に
つ
い
て
な
ど

意
義
あ
る
食
事
会
で
し
た
。

　

健
康
で
は
、
出
前
授
業
の

毎
月
の
健
幸
体
操
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
等
、

年
齢
に
合
っ
た
動
き
で
フ
レ

イ
ル
予
防
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。
月
二
回
の
廃
品
回
収
は

自
治
会
の
皆
さ
ま
に
快
く
協

力
し
て
も
ら
い
大
切
な
財
源

で
す
。
月
二
回
の
公
園
清
掃

も
夏
季
は
草
刈
り
が
大
変
で

す
が
、
児
童
の
遊
び
場
確
保

の
た
め
、
汗
を
流
し
て
い
ま

す
。
年
二
回
の
花
植
え
は
、

き
れ
い
に
咲
い
た
花
に
心
が

な
ご
み
ま
す
。
登
校
時
の
児

童
生
徒
見
守
り
も
毎
朝
欠
か

さ
ず
、
子
ど
も
た
ち
・
保
護

者
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

三
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
子

ど
も
食
堂
で
の
戦
力
。
女
性

部
は
調
理
と
配
膳
、
食
器
洗

い
と
大
活
躍
で
し
た
。
男
性

に
は
子
ど
も
の
相
手
を
し
て

も
ら
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
コ
ロ
ナ
と
う
ま

く
共
存
し
な
が
ら
、
楽
し
い

こ
と
を
第
一
に
活
動
し
て
い

く
予
定
で
す
。
若
い
自
治
会

長
も
会
員
で
、
休
み
の
日
は

参
加
し
て
も
ら
っ
て
心
強
い

と
こ
ろ
で
す
。

　このたびは、さんさんクラブ宮崎市だより第
88号へ広告のご協賛を賜り、誠にありがとうご
ざいました。こうして無事に発行することができ
ますのも、ひとえにスポンサーの皆様方のご厚情
の賜物と深く感謝しております。
　今後もより良い新聞づくりに向け、努力精進し
てまいりますので、ご支援のほどよろしくお願い
いたします。　　　　　　さんさんクラブ宮崎市

広告にご協賛いただいた皆様への御礼
　
『
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市
だ
よ

り
』
八
十
八
号
を
発
行
す
る
に
あ
た

り
、
大
変
お
忙
し
い
中
、
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
行
動
が
制
約
さ
れ
る
中
、
玉
稿
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
さ
ま

に
は
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

毎
日
が
新
型
コ
ロ
ナ
の
話
題
ば
か

り
で
、
い
さ
さ
か
食
傷
気
味
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
外
出
を
控
え
る
方
が

増
加
し
た
結
果
、
運
動
不
足
や
ス
ト

レ
ス
か
ら
心
身
に
悪
影
響
を
き
た
す

フ
レ
イ
ル
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
と

聞
き
ま
す
。
今
後
も
、
感
染
予
防
対

策
を
し
っ
か
り
し
た
上
で
、
さ
ん
さ

ん
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
の
人
と
の
交
流

を
ご
継
続
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

す
っ
き
り
し
な
い
空
模
様
が
続

き
、
気
温
も
徐
々
に
高
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
季
節
の
変
わ
り
目
は
体

調
を
崩
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
会

員
の
皆
さ
ま
も
体
調
に
は
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
（
事
務
局
）

編

集

後

記
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日
髙　

栄
子

赤江地区

日帰り温泉

一泊旅行

廃品回収

ミニスポーツ大会

子ども食堂

ふれあい会食会

講　話

体　操


